
年休裁判控訴審（大阪）不当判決弾劾！

大
阪
運
輸
所
分
会
の
大
谷

川
公
明
さ
ん
が
、
年
休
の
失

効
と
違
法
な
時
季
変
更
に
よ

っ
て
年
休
権
が
不
当
に
侵
害

さ
れ
た
と
し
て
、
会
社
に
対

し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴

訟
の
控
訴
審
で
５
月

日
、

16

大
阪
高
裁
第

民
事
部
（
黒

13

野
功
久
裁
判
長
）
は
、
会
社

の
主
張
だ
け
を
認
め
る
と
い

う
不
当
判
決
を
言
い
渡
し
ま

し
た
。

判
決
内
容
は
一
審
判
決
同

様
、
年
休
権
や
憲
法
で
保
証

さ
れ
る
労
働
者
の
権
利
に
は

全
く
触
れ
ず
に
、
大
谷
川
さ

ん
が
訴
え
て
き
た
要
員
不
足

が
原
因
で
あ
る
こ
と
や
、
会

社
の
配
慮
義
務
が
な
い
こ
と

な
ど
を
認
め
ず
、
労
基
法
で

４
月

日
に
開
催
し
た
本

17

部
・
本
社
間
で
の
「
令
和
６

年
度
要
員
計
画
」
の
業
務
委

員
会
に
お
い
て
、
会
社
は
「
新

幹
線
乗
務
員
の
休
日
勤
務
指

定
」
が
発
生
す
る
旨
の
説
明

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
地
方
に
お
い
て
は
、

休
日
勤
務
指
定
を
１
人
１
～

２
泊
程
度
発
生
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
は
５
月
１
日
、
本
社

か
ら
も
休
日
勤
務
指
定
の
発

生
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き
で

あ
る
と
し
て
、
「
新
幹
線
乗

務
員
の
休
日
勤
務
指
定
」
に

関
す
る
申
し
入
れ
（
『
申
第

号
』
）
を
提
出
し
、
団
体

13交
渉
を
開
催
を
要
求
し
ま
し

た
。申

し
入
れ
項
目
は
、
以
下

の
通
り
で
す
。

①
休
日
勤
務
指
定
す
る
場

合
は
本
人
の
承
諾
を
得
る
こ

と
。
ま
た
、
本
人
の
承
諾
な

し
に
、
一
方
的
に
休
日
勤
務

指
定
を
す
る
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

②
今
回
の
休
日
勤
務
指
定

Ｊ
Ｒ
総
連
は
４
月

日
、

16

「
Ｊ
Ｒ
総
連
連
絡

号
」
で
、

93

「
Ｊ
Ｒ
東
海
労
新
幹
線
関
西

地
本
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海
労

中
央
本
部
の
厳
正
な
る
組
織

対
処
な
ら
び
に
組
織
指
導
を

徹
底
す
る
」
再
々
指
示
に
つ

い
て
の
文
書
を
Ｊ
Ｒ
東
海
労

宛
て
に
発
出
し
ま
し
た
。
こ

の
内
容
は
、
「
Ｊ
Ｒ
東
海
労

中
央
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
近

畿
地
協
第
３
回
常
任
委
員
会

の
決
定
な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
総
連

執
行
委
員
会
決
定
に
基
づ

き
、
組
織
破
壊
攻
撃
を
粉
砕

す
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
東
海
労
新

幹
線
関
西
地
本
に
対
す
る
厳

正
な
組
織
対
処
な
ら
び
に
組

織
指
導
を
徹
底
す
る
た
め

に
」
と
し
て
、
１
．
Ｊ
Ｒ
東

海
労
中
央
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労
新
幹
線
関
西
地
本
が
行

っ
た
組
織
破
壊
攻
撃
に
対
し

て
、
２
０
２
４
年
５
月

日
25

（
土
）
ま
で
に
厳
正
な
組
織

対
処
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
た
め
の
組
織
指
導
を
貫

徹
す
る
こ
と
。
２
．
Ｊ
Ｒ
東

海
労
中
央
本
部
は
、
厳
正
な

組
織
対
処
な
ら
び
に
組
織
指

導
を
行
な
い
、
貫
徹
し
た
内

容
を
２
０
２
４
年
５
月

日
25

（
土
）
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
総
連
へ

書
面
で
報
告
す
る
こ
と
。
と

い
う
も
の
で
す
。

連
絡
文
書
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ

東
海
労
中
央
本
部
は
５
月
25

日
、
以
下
の
通
り
の
回
答
書

を
Ｊ
Ｒ
総
連
に
郵
送
し
ま
し

た
。全

日
本
鉄
道
労
働
組
合
総

連
合
会

執
行
委
員
長

山

口

浩
治

殿

「
Ｊ
Ｒ
総
連
連
絡

号
」

93

に
つ
い
て

１
．
新
幹
線
関
西
地
本
が

組
織
破
壊
攻
撃
を
行
っ
た
事

実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
中
央
執
行
委
員

会
と
し
て
の
組
織
指
導
は
行

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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は
あ
く
ま
で
例
外
的
と
し
て

い
る
時
季
変
更
権
行
使
を
前

提
に
し
た
判
断
を
す
る
な
ど

不
当
極
ま
り
な
い
判
決
で

す
。し

か
も
、
「
特
休
の
付
与

に
よ
っ
て
乗
務
員
の
月
給
が

変
動
す
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
特
休
は
実
質
的
に
無
給

は
、
「
旅
客
需
要
が
予
想
を

上
回
る
臨
時
列
車
の
増
発
」

を
理
由
と
し
て
い
る
が
、
当

初
の
計
画
と
変
更
し
た
計
画

の
臨
時
列
車
の
本
数
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

で
は
な
い
」
「
列
車
本
数
の

最
多
時
に
人
員
を
配
置
し
た

場
合
に
は
要
員
過
多
と
な
っ

て
被
控
訴
人
（
会
社
）
や
被

控
訴
人
の
従
業
員
の
雇
用
安

定
に
問
題
が
生
じ
う
る
」
な

ど
と
、
常
軌
を
逸
し
た
判
断

を
下
し
て
い
る
の
で
す
。

本
部
は
当
日
、
大
阪
市
内

③
今
年
度
の
旅
客
需
要
の

予
想
数
と
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

④
会
社
は
、
本
部
・
本
社

間
で
の
要
員
計
画
の
回
答
の

場
で
、
「
新
幹
線
乗
務
員
の

で
判
決
報
告
集
会
を
開
催

し
、
原
告
の
大
谷
川
さ
ん
は

「
労
働
条
件
向
上
の
た
め
に

裁
判
を
手
段
と
し
て
闘
っ
て

き
た
。
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
上

告
し
て
更
に
闘
う
」
と
決
意

を
述
べ
、
完
全
勝
利
に
向
け

て
更
に
闘
う
こ
と
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

休
日
勤
務
指
定
」
に
つ
い
て

説
明
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。⑤

休
日
勤
務
指
定
が
発
生

す
る
ほ
ど
乗
務
員
が
不
足
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乗
務
員
か
ら
駅
に
転
勤
さ
せ

た
り
、
出
向
さ
せ
た
理
由
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、

希
望
者
を
乗
務
員
に
戻
す
こ

と
。⑥

今
ま
で
専
任
社
員
は
対

象
外
と
し
て
き
た
が
、
今
回

の
休
日
勤
務
指
定
に
つ
い
て

も
、
対
象
外
と
す
る
の
か
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑦
在
来
線
に
お
い
て
今
年

度
、
休
日
出
勤
が
発
生
す
る

の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ま
た
ま
た
休
日
出
勤
発
生

説
明
を
求
め
団
交
開
催
を
要
求
！

組
織
破
壊
攻
撃
の
事
実
は
な
い
！

「
Ｊ
Ｒ
総
連
連
絡
」
へ
の
回
答



袴
田
巖
さ
ん
の
再
審
無
罪

を
求
め
る
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
「
袴
田
さ
ん
完
全
無

罪
へ
、
死
刑
求
刑
を
許
さ
な

い

逆
転
の
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
で
Ｋ
Ｏ
勝
利
を
！
」
集

会
が
５
月

日
、
静
岡
県
労

11

政
会
館
で
開
催
さ
れ
、
４
０

０
名
を
超
え
る
支
援
者
が
結

集
し
、
静
岡
地
本
は
Ｊ
Ｒ
総

連
静
岡
県
協
の
仲
間
と
共
に

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
袴
田
事
件
再
審

弁
護
団
事
務
局
長
・
小
川
秀

世
弁
護
士
に
よ
る
弁
護
団
報

告
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
木

理
さ
ん
と
鴨
志
田
祐
美
弁
護

士
に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
各
支
援
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
袴
田
い
わ
お
死
刑
囚
救

援
議
員
連
盟
、
日
本
プ
ロ
ボ

ク
シ
ン
グ
協
会
袴
田
巖
支
援

委
員
会
の
新
田
涉
世
（
し
ょ

う
せ
い
）
委
員
長
と
元
Ｗ
Ｂ

Ａ
世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級

王
者
・
飯
田
覚
士
（
さ
と
し
）

さ
ん
、
各
冤
罪
犠
牲
者
か
ら
、

力
強
い
連
帯
挨
拶
が
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
袴
田
ひ
で
子
さ
ん

か
ら
「
必
ず
勝
ち
ま
す
。
そ

の
後
も
冤
罪
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
に
活
動
し
ま
す
」

岐
阜
県
瑞
浪
市
大
湫
町
で

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト
ン

ネ
ル
掘
削
工
事
が
原
因
と
見

ら
れ
る
、
井
戸
水
や
た
め
池

な
ど
の
水
位
低
下
が
発
生
し

ま
し
た
。
水
位
低
下
は
会
社

が
設
置
し
た
観
測
用
井
戸
３

本
に
加
え

ヶ
所
に
も
及
ん

14

で
い
ま
す
。

名
古
屋
地
本
は
５
月
23

日
、
現
地
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
は
、

大
湫
町
中
心
部
の
大
湫
盆
地

の
地
下
を
通
過
し
ま
す
。
盆

地
の
上
は
水
田
が
拡
が
っ
て

お
り
、
地
元
住
民
か
ら
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
以
降
連
日
、
Ｔ
Ｖ
や
新

15聞
で
枯
れ
た
井
戸
の
画
像
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

Ｊ
Ｓ
労
は
５
月

日
、
関

14

西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
と
２

０
２
４
年
度
賃
金
引
き
上

げ
、
夏
季
手
当
、
割
増
賃
金

及
び
回
答
の
開
示
に
関
す
る

申
し
入
れ
（
『
申
第
４
号
』

５
月
５
日
提
出
）
に
基
づ
く

団
体
交
渉
を
開
催
し
ま
し

た
。サ

ー
ビ
ッ
ク
は
「
前
回
（
４

月

日
）
回
答
し
た
通
り
で

26
変
更
し
な
い
」
と
、
不
誠
実

な
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
前

回
の
回
答
は
、
ベ
ア
は
社
員

４
，
０
０
０
円
・
契
約
社
員

５
，
０
０
０
円
、
夏
季
手
当

は
社
員
２
．
５
ヶ
月
＋
一
時

金
（
２
万
円
）
・
契
約
社
員

は
０
．
９
～
１
．
５
ヶ
月
＋

２
万
円
（
３
万
円
）
・
パ
ー

ト
社
員
は
２
万
円
（
１
万
円
）

と
、
社
員
の
要
求
に
は
ほ
ど

遠
い
低
額
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
系

の
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組
は
、「
精

一
杯
の
回
答
」
と
表
明
し
席

上
妥
結
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｓ
労
は
「
ベ
ア
４
，
０

０
０
円
は
何
％
に
な
る
の

か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

サ
ー
ビ
ッ
ク
は
「
社
員
の
平

均
賃
金
を
出
し
て
い
な
い
か

ら
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
し

た
た
め
、
Ｊ
Ｓ
労
は
「
誠
実

交
渉
義
務
違
反
で
あ
る
」
と

抗
議
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ッ
ク
は
、
今
交
渉

に
お
い
て
Ｊ
Ｓ
労
が
団
体
交

渉
を
開
催
す
る
前
か
ら
「
新

賃
金
及
び
夏
季
手
当
の
回
答

に
つ
い
て
」
の
勤
労
情
報
を

掲
出
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ
労
は

こ
れ
に
抗
議
し
ま
し
た
。
サ

ー
ビ
ッ
ク
労
組
の
「
妥
結
の

速
報
」
と
勤
労
情
報
を
同
時

に
掲
出
す
る
行
為
は
、
Ｊ
Ｓ

労
の
存
在
に
脅
威
を
感
じ
て

お
り
、
差
別
す
る
こ
と
で
サ

ー
ビ
ッ
ク
労
組
か
ら
の
脱
退

対
策
を
取
っ
て
い
る
と
し
か

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

（２）第４８３号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２４年（令和６年）６月１日

「
平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
５
・
３
憲
法
集
会
実
行

委
員
会
」
が
主
催
す
る
「
武

力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
！

と
り
も
ど
そ
う

憲
法
い
か

す
政
治
を

２
０
２
４
憲
法

大
集
会
」
が
５
月
３
日
、
東

京
臨
海
広
域
防
災
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
に
横
浜
市
・
臨
港
パ
ー
ク

で
初
め
て
開
催
し
た
憲
法
大

集
会
は
、
今
年
で

回
を
迎

10

え
ま
し
た
。

憲
法
が
掲
げ
る
平
和
主
義

が
揺
る
が
さ
れ
て
い
る
中
、

市
民
・
労
働
者
な
ど
約
３
万

２
，
０
０
０
人
が
結
集
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
も
Ｊ
Ｒ

総
連
や
９
条
連
の
仲
間
と
共

に
、
集
会
と
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
決

意
を
打
ち
固
め
、
平
和
憲
法

の
大
切
さ
を
市
民
に
訴
え
ま

し
た
。

と
力
強
い
挨
拶
が
さ
れ
ま
し

た
。第

回
公
判
が
５
月

日

15

22

に
開
廷
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

東
海
労
か
ら
は
、
静
岡
地
本

組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
の
ほ
か
、
新

幹
線
関
西
地
本
の
仲
間
も
応

援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
姉

た
。
特
に
、
た
め
池
な
ど
は

前
日
の
雨
で
水
が
写
っ
て
る

も
の
の
、
下
の
地
面
は
ひ
び

わ
れ
事
態
の
深
刻
さ
を
物
語

っ
て
い
ま
し
た
（
上
段
左
端

写
真
参
照
）。

の
袴
田
ひ
で
子
さ
ん
は
、
獄

中
か
ら
の
巖
さ
ん
の
手
紙
を

紹
介
し
つ
つ
、
釈
放
後
も
心

身
の
癒
え
な
い
巖
さ
ん
を
人

間
ら
し
く
過
ご
さ
せ
て
欲
し

い
と
陳
述
し
ま
し
た
。
ま
た

弁
護
団
は
、
「
無
罪
判
決
と

謝
罪
を
求
め
る
」
「
証
拠
の

会
社
は
、
よ
う
や
く
工
事

を
中
断
し
、
調
査
を
開
始
し

詳
し
い
状
況
や
湧
水
発
生
の

可
能
性
を
分
か
る
よ
う
に
す

る
と
、
対
策
を
発
表
し
ま
し

た
。し

か
し
今
年
２
月
、
会
社

が
設
置
し
た
試
験
用
の
井
戸

３
本
で
水
位
低
下
が
見
つ
か

っ
た
後
も
工
事
を
続
け
た
た

め
、
地
元
の
不
信
感
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。

会
社
に
よ
る
と

日
か
ら
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捏
造
は
明
ら
か
だ
」
「
捜
査

機
関
の
不
正
、
違
法
行
為
を

認
定
す
る
べ
き
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

一
方
、
検
察
は
、
不
当
に

も
論
告
求
刑
で
死
刑
を
言
い

渡
し
ま
し
た
。
判
決
は
９
月

日
に
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。

26

代
替
水
源
の
井
戸
を
掘
り
始

め
、
ま
た
現
在
湧
水
が
発
生

し
て
い
る
出
口
を
溶
液
で
塞

ぐ
処
置
を
す
る
と
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
漏
水
対
策
が
で

き
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
南

ア
ル
プ
ス
の
流
水
対
策
は
不

可
能
と
い
え
ま
す
。
ま
た
完

全
に
水
を
止
め
る
の
は
困
難

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
計
画
の
無
謀
さ
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

憲法９条を守るぞ！
５・３憲法集会に参加

袴
田
さ
ん
へ
の
死
刑
求
刑
を
許
す
な
！

集
会
に
全
国
か
ら
支
援
者
結
集
！

第

回
公
判
に
も
応
援
参
加
！

ＪＳ労だより

不誠実な回答に抗議！
ＪＳ労が賃上げ団交で奮闘

リ
ニ
ア
工
事
で
水
位
低
下

た
め
池
の
ひ
び
割
れ
が
深
刻
さ
を
示
す

名
古
屋
地
本
が
現
地
視
察
！
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